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震災の記憶と教訓の継承について（実践事例：小中学校）

【 西郷村立羽太小学校 】
○ 小学校６年間を通して、発達段階に応じた「放射線を
知る」「放射線と向き合う」「放射線と共に生きる」の
３つの大きなテーマを定めて、生活科と総合的な学習の
時間の学びをつなぎ、系統的に子どもたちに、自ら考え、
判断し、行動する力を育てる。

【 会津若松市立行仁小学校 】
○ 震災の経験等を基にして作成した「ふくしま道徳教育資料
集」等を使用して、風評被害やいじめについて考える道徳の
授業を充実する。



震災の記憶と教訓の継承について（実践事例：小中学校）

【 いわき市立江名中学校 】
○ 地域を知り、地域に根差した防災学習を展開し、地域の防災を支える知識と技能、自覚を育てる。



【船引高校】
地域復興～船高アクティブリーダー育成プロジェクト～

○東日本大震災・原発事故で避難を余儀なくされた都路地区の方々
と交流し、「過去・現在・未来」を「知って」「聞いて」「見て」
「まとめて」、それを他県の高校生に伝え交流
○さらに自分たちの考えを深め、地域のリーダーとしての資質・能
力を育てる

都路小学校との交流 長崎南高校と交流
震災や原爆の被害などについて

【ふたば未来学園高校】

○困難な課題が山積する現実社会での課題解決型学習、アクティブ・
ラーニングを中心にして、新しいタイプの授業を展開。街でフィールド
ワークをしたり、議論したり、各教室に置かれた電子黒板も活用しなが
ら、生徒が動く授業を展開
○双葉郡の中学校などと連携し、困難な課題が山積する地域の未来を切
り開く「ふるさと創造学」を展開

学校設定科目「地域創造と
人間生活」における演劇

【新地高校】
おもひの木プロジェクト

○ 2017年3月11日「おもひの木」植樹式を実施
○地域の方々から震災当時の話をうかがい、自分たちの被災経験な
どとともに震災を後世に伝える、語り部活動などを実施

宮城県志津川高校と震災・復興に関する意見交換

○復興に向けて地域が抱えている課題を調査し、その課題を演
劇の台本にまとめて表現する
○地域における復興に向けたありのままの姿や悩みを持ち帰り、
議論しながら復興のための核心的な課題を見つけ出す
○演劇を通して「多様な価値観を多様なまま理解する力」、
「多様な価値観の共存」に向けて生徒が思考を深める
○ふくしまを正しく伝えるための一つとしての演劇
○生徒は発見し
た課題や学びを、
２年次から実施
する課題研究を
通じて探究する

震災の記憶と教訓の継承について（実践事例：高等学校）



【目標】
○ 震災の記憶や教訓を伝承する組織的、継続的な仕組みの構築
○ 県全体で震災に関する課題探究活動の実施

→ 課題探究活動で学んだ震災の教訓の異なる世代・他県・海外への情報発信
（ホームページやオンラインも活用）

高校生が自分のことばで、震災の記憶、ふくしまの今、ふくしまの未来を
語ることができるようになる

【現状と課題】
東日本大震災から１０年が経過
○ 震災の記憶のない児童生徒が増加
○ 震災の記憶が薄れ、継承されないことへの危惧
○ 記憶を風化させることなく、次の世代に伝えて教訓とすることが必要
○ 震災の教訓を、今後の防災・減災対策や復興に活用することが必要
○ 震災の教訓の継承が学校や個人の取組であり、継承が途切れることへの危惧

今後の取組について



【高校生】

震災の経験や教訓を聞き取る活動の実施
○ 語り部を行っている方や復興に尽力している方を講師として、
震災関連学習を実施（３０校程度の高校で実施）
○ 伝承館において、震災と復興に関連する研修を２０校程度の
高校で実施

地域課題探究活動の成果の発信と地域課題探究活動の深化
○ 地域課題探究活動の成果を様々なところで発表（地域のイベント、
小中学校、市役所等）（３０校程度の高校で実施）
○ ふくしま高校生社会貢献活動コンテストへの参加
○ 他県の高校生・海外の高校生等との交流（オンラインの活用）
○ 伝承館において県内の高校生による語り部交流会の実施
（３０校程度の高校の代表が参集して実施）

震災や復興に関連する地域課題探究活動の実施
○ 「聞き取る活動」で学んだことを、地域課題探究学習に活かす。
○ 異なる世代との交流の実施（先輩と後輩、高校生と小学生・
中学生等）（３０校程度の高校で実施）

小学生・中学生が震災を学
び、将来、語り部となる

【小・中学生】

リーフレットの作成（全ての小
学生・中学生に配付）

○ 震災を学び、風化を防止す
るための教育の実施

福島における震災、復興、そして未来について、自分の考えを持ち、
自分の言葉で語ることのできる高校生を育成する。
この学びの過程で、生徒の思考力、判断力、表現力等を育成すると

ともに、県内外の高校生等との交流を通して、震災に関わる風化防止、
風評払拭につなげる。

○ 様々な人との協働、フィールドワークの
実施等により「課題が自分の課題となる」、
「活動を自分の力で進められるようになる」、
「社会参画の態度が育成される」

○ 在学中の語り部活動に加え、卒業後、他
県に進学・就職する生徒が、進路先において、
自分のことばで、震災の記憶、ふくしまの今、
ふくしまの未来を発信

① 大きな教育効果
② 風化防止
③ 風評対策

事業効果
震災と復興を未来へつむぐ高校生語り部事業

【教員】

教員研修会
○ 伝承館におい
て、各校から１名
の教員が出席し、
地域課題探究活動
の指導のための教
員研修会を実施

今後の取組について


